
みんなが一緒に気持ちよく暮らしていけるように、わた
したち⼀⼈ひとりが、お年寄りや障がいのある⼈などの
気持ちになって考え、協⼒していくことです。

いっしょ き も く

ひとり とし よ しょう ひと

き も かんが きょうりょく
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移動が大変な人がいます。
いどう たいへん ひと

お年寄りや、けがや病気のために歩

くことが困難な人がいます。車いす

では自力で階段を上ったり下りたり

することができません。

としよ びょうき ある

こんなん ひと くるま

じりき かいだん のぼ お

少しでも段差があ

ると、車いすはう

まく前に進めなく

なってしまいます。

すこ だんさ

くるま

まえ すす

だれでも年をとってくると、若い頃

と比べて動作がおそくなります。

また、妊娠している女性は、生まれ

てくる命をいたわるために、ゆっく

とし わか ころ

くら どうさ

にんしん じょせい う

いのち

りした動きになり

ます。

うご

動作がゆっくりの人がいます。
どうさ ひと

生まれながらに耳の聞こえない人、

病気や年をとって耳が聞こえなくな

る人がいます。まちで、様々な情報

を知らせるアナウンスが聞こえない

う みみ き ひと

びょうき とし みみ き

ひと さまざま じょうほう

し き

と、事故などがあっ

たとき様子がわから

ないので、とても不

安です。

じこ

ようす

ふ

あん

ブザーやアナウンスが
聞こえない人がいます。
き ひと

目の不自由な人にとって、初めて行

く場所は、どこに何があるかが分か

らず、常に危険と隣あわせです。ま

た、年をとると多くの人は、ものが

め ふじゆう ひと はじ い

ばしょ なに わ

つね きけん となり

とし おお ひと

見える範囲が狭く

なって周りの様子

がわかりにくくな

ります。

み はんい せま

まわ ようす

“どこに何があるか”が
⾒えない⼈がいます。

なに

み ひと
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たいちょう

その人の身になって考えてみましょう。
ひと み かんが

体調がよくないとき、慣れない場所で困ってしまったとき、ちょっと
したひとことがとてもうれしいことがあります。困っていたり、手助
けを必要としている⼈を⾒かけたら、そのときの⾃分の気持ちを思い
出してみましょう。

な ばしょ こま

こま てだす

ひつよう ひと み じぶん き も おも

だ

〜お⼿伝いのときの⼼がまえ〜
てつだ こころ

まず、声をかけてみましょう
こえ

その人が本当はどんなことで困って

いるのかは、直接本人にたずねてみ

ないとわからないものです。まずは、

声をかけることからはじめましょう。

ひと ほんとう こま

ちょくせつほんにん

こえ

あいて なに てつだ き

相手が何を手伝ってほしいのかを聞きましょう

お年寄りや障がいのある人などのからだの具合は、人によって違います。

手伝ってほしいことも、人それぞれです。勝手な思いこみや判断をしない

で、その人が何を必要としているかをよく聞くことが大切です。

としよ しょう ひと ぐあい ひと ちが

てつだ ひと かって おも はんだん

ひと なに ひつよう き たいせつ

けっ む り

決して無理はしないようにしましょう
無理をしてけがをしたり、させたり、こわい思いをさせてしまっては、お

手伝いも逆効果です。「自分ではできないかも」「ちょっと自信がない」

と思ったら、まわりの人に声をかけて手伝ってもらいましょう。

む り おも

てつだ ぎゃくこうか じぶん じしん

おも ひと こえ てつだ

ことわ

断られても、がっかりすることはありません
目の不自由な人でも、車いすの人でも、毎日通っている道で慣れているか

らお手伝いは必要ない、という人もいます。断られても決してがっかりす

ることはありません。あなたの親切は確実にその人に伝わっています。

め ふじゆう くるま ひと まいにちかよ みち な

てつだ ひつよう ひと ことわ けっ

しんせつ かくじつ ひと つた

ひと

http://wwwtb.mlit.go.jp/kanto/koutuu_seisaku/barrier_free/date/guide_book150703.pdf

